






































( 1 ) a. 山田氏は太郎の世話をした． (Xガ YノNヲスル） ［世話をする］
b. 太郎は山田氏に世話になった． (Yガ XニNニナル） ［世話になる］
c, ＃太郎は山田氏に世話をされた2. (Yガ XニNヲサレル） ［世話をされる］
(2) a. 山田氏は太郎に御馳走をした． (Xガ YニNヲスル） ［御馳走をする］
b. 太郎は山田氏に御馳走になった． (Yガ XニNニナノレ） ［御馳走になる］
c. ＃太郎は山田氏に御馳走をされた． (Yガ XニNヲサレル） ［御馳走をされる］
働きかけの主体（仕手）を X，受け手を Y，実質的な意味を担う基幹部の名詞を N とし， (1),(2) 
を観察すると， 「世話になるJ, 「御馳走になるJ は， それぞれ「世話をする」 「御馳走をする」
との対比においてF 仕手と受け手の交替による降格現象が認められ，「～ニナノレ」と「～ヲスルJ
は対になり， 自他の対立と同時に受動・能動の意味的対立をも示していることがわかる． また，

































































ていることに注目すべきである． これらの連語は， r感謝J という発話行為において， 授受の補
助動詞を伴わずに使用することができるという，他の一般の動調と異なる特徴的な振る舞いを見











(10) a. 彼は日本語が話せる ヨウニ ナル
b. 彼は日本語が話せる ヨウニ ナッタ
c. 彼は日本語が話せる ヨウニ ナッテイル









反義表現は，「ヨウニ」を取り去り， r述語動詞÷否定辞J の連用形に「ナ／レJ を接続させた（11)
のような構文となる．






(12) Q. どうやって中に入るのですか． A. このカードを差し込むと， ドアがあく主立~
なっています．







































機能動詞「ナノレJ の発揮する受動表現的特性について 7 
変化構文のほうは， そもそも状態変化を表すのであるからF 名詞述語なら「医者になるJ，形
























































































































このような特性を踏まえた上で， 「～ヨウニナッテイノレJ を付加した文を観察すると， 以下の
ような表現のシステムが浮かび上がる．






(28) a. ？当局によって［このカ｝ドを差し込むと， ドアがあく］ヨウニされている
b. 当局のせいで，［このカ」ドを差し込むと， ドアがあく］ヨウニされている


























「世話になる-1, 「御馳走になるJ は， それぞれ「世話をする _j, 「御馳走をするJ との対比にお
いて， 仕手と受け手の交替による降格現象が認められる． これらの連語に含まれる「～ニナノレ」







「～ヨウニナッテイノレ」はF 変化構文の「～ようになるJ とは区別され， システム・機能の説明
をするという文脈で任意に付加される，属性記述タイプの修辞的なー表現類型として位置づけら
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